
　

２
０
２
２
年
５
月
20
日
、
宇
宙
基
本
計
画
工
程
表

改
訂
に
向
け
た
重
点
事
項
が
決
定
さ
れ
た
。
岸
田
文

雄
首
相
か
ら
「
ロ
シ
ア
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
活
用
で
き
な

い
中
で
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
国
内
の
打
ち
上
げ
能
力
を
拡

充
し
て
い
く
」
旨
の
談
話
が
あ
っ
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
。
具
体
的
に
は
、
複
数
の
人
工
衛
星
を
同
時

に
、
高
い
頻
度
で
打
ち
上
げ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
実
用
化
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、

「
自
立
的
に
宇
宙
活
動
を
行
う
能
力
を
維
持
す
る
に

は
、
価
格
競
争
力
が
あ
り
、
信
頼
性
に
優
れ
た
ロ
ケ

ッ
ト
が
不
可
欠
」
と
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
信
頼
性
、
価
格
競
争
力
に
優
れ
た
Ｈ

３
ロ
ケ
ッ
ト
の
早
期
実
用
化
に
向
け
た
考
え
を
示
す
。

Ｈ
３
早
期
開
発
玉
成

　

Ｈ
３
は
２
０
２
０
年
度
の
初
号
機
打
ち
上
げ
を
目

指
し
て
開
発
を
進
め
て
き
た
が
、
Ｌ
Ｅ-

９
エ
ン
ジ

ン
の
不
適
合
に
よ
り
、
２
度
の
打
ち
上
げ
延
期
に
至

っ
て
い
る
。
現
在
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構（
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
）を
中
心
と
し
て
Ｌ
Ｅ-

９
エ
ン
ジ
ン
開
発

に
注
力
し
て
い
る
。

　

一
方
、
ロ
ケ
ッ
ト
機
体
シ
ス
テ
ム
は
、
２
０
２
１

年
３
月
に
、
試
験
機
１
号
機
機
体
と
射
場
設
備
を
組

み
合
わ
せ
た
極
低
温
点
検（
推
進
薬
を
１
０
０
％
充

填
し
、
1
段
エ
ン
ジ
ン
着
火
直
前
ま
で
の
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
シ
ー
ケ
ン
ス
を
確
認
す
る
点
検
）ま
で
完
了

し
て
い
る
。

　

Ｈ
３
早
期
実
用
化
に
は
、
第
１
に
Ｈ
３
早
期
開
発

玉ぎ
ょ
く

成せ
い

が
必
須
で
あ
り
、
確
実
に
取
り
組
む
。

Ｈ‒

Ⅱ
Ａ
連
続
成
功 

─
優
れ
た
信
頼
性
の
伝
承

　

Ｈ-

Ⅱ
Ａ
／
Ｈ-

Ⅱ
Ｂ
は
現
在
ま
で
計
54
機
を
打

ち
上
げ
、53
機
成
功
、成
功
率
98
・
15
％
、顧
客
の
希

望
す
る
時
期
に
確
実
に
打
ち
上
げ
る
オ
ン
タ
イ
ム
打

ち
上
げ
を
含
め
、
高
い
信
頼
性
で
評
価
を
得
て
い
る
。

　

Ｈ-

Ⅱ
Ａ
も
残
る
は
５
機
の
み
で
あ
る
。
Ｈ
３
早

期
実
用
化
に
は
、
残
る
Ｈ-

Ⅱ
Ａ
５
機
の
確
実
な
成

功
が
必
須
で
あ
る
。
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
で
失
敗
し
た
の

は
Ｈ-

Ⅱ
以
降
３
機
の
み
、
い
ず
れ
も
次
の
打
ち
上

げ
ま
で
に
約
１
・
５
年
を
要
し
た
。
残
る
Ｈ-

Ⅱ
Ａ

５
機
の
成
功
に
万
全
を
期
す
。

　

Ｈ-

Ⅱ
Ａ
／
Ｂ
で
は
高
い
信
頼
性
を
実
現
す
る
た

め
に
諸
先
輩
方
が
様
々
な
施
策
を
築
き
上
げ
て
き
た
。

品
質
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
ト
レ
ン
ド
評
価
の
徹

底
、
打
ち
上
げ
前
模
擬
ト
ラ
ブ
ル
訓
練（

注
）で
あ
る
。
Ｈ

３
で
も
こ
れ
ら
の
施
策
を
適
用
し
、
か
つ
、
本
質
を

見
失
わ
ず
に
効
率
化
を
進
め
て
い
る
。
高
い
信
頼
性

の
遺
伝
子
を
確
実
に
伝
え
る
の
が
我
々
の
責
務
で
あ

り
、
Ｈ-

Ⅱ
Ａ
か
ら
Ｈ
３
へ
伝
承
す
る
。

Ｈ
３
早
期
実
用
化
に
向
け
て

⑴
ロ
ケ
ッ
ト
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
鑑
み
る
と
、
安
全
保
障
分
野

三
菱
重
工
業
防
衛
・
宇
宙
セ
グ
メ
ン
ト
宇
宙
事
業
部
長

田たむら
村
篤あつと

し俊

信
頼
性
、
打
ち
上
げ
能
力
・
価
格
競
争
力
に
優
れ
た

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
早
期
実
用
化
に
向
け
て

（注）これらの施策については、三菱重工技報Vol.51 No.1（2014） 「日本の基幹ロ
ケットへの貢献（1）」に詳細が示されている
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特集 宇宙産業の発展に向けて

で
の
衛
星
デ
ー
タ
利
用
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
。
他
方
、

経
済
活
動
に
お
い
て
も
、
人
工
衛
星
か
ら
得
ら
れ
る

情
報
は
人
々
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
青
森
県
で
は
、
米
作
り
に
衛
星

デ
ー
タ
を
、
収
穫
時
期
や
肥
料
量
の
検
討
等
に
使
用

し
て
い
る
。
今
後
は
、
即
時
性
お
よ
び
各
種
事
象
へ

の
即
応
性
の
観
点
か
ら
、
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
デ
ー
タ
利
用
の
ニ
ー
ズ
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
く

る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

衛
星
デ
ー
タ
利
用
の
拡
大
を
支
え
る
に
は
、
我
が

国
と
し
て
多
く
の
衛
星
を
確
実
に
宇
宙
へ
輸
送
す
る

自
立
的
な
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
さ
に
、
先
の
重
点
事
項
で
示
さ
れ
た
「
複
数
の
人

工
衛
星
を
同
時
に
、
高
い
頻
度
で
打
ち
上
げ
る
こ
と

を
可
能
と
す
る
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
実
用
化
」
へ
の
取

り
組
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
以
下
の
２
点

に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

・
Ｈ
３
打
ち
上
げ
能
力
お
よ
び
価
格
競
争
力
増
強

・
高
頻
度
打
ち
上
げ
の
た
め
の
射
場
能
力
の
増
強

⑵
Ｈ
３
早
期
実
用
化
の
た
め
に

　

①
打
ち
上
げ
能
力
お
よ
び
価
格
競
争
力
増
強

　

低
軌
道
へ
の
複
数
衛
星
一
括
打
ち
上
げ
の
た
め
に

は
、
Ｈ
３
能
力
増
強
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
数

百
・
数
千
の
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
１

回
で
打
ち
上
げ
可
能
な
衛
星
個
数
が
初
期
費
用
の
重

要
な
指
標
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
静
止
軌
道

衛
星
の
重
量
ト
レ
ン
ド
、
ま
た
ポ
ス
ト
Ｉ
Ｓ
Ｓ
や
月

探
査
系
の
市
場
動
向
か
ら
も
、
打
ち
上
げ
能
力
の
さ

ら
な
る
増
強
を
期
待
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

コ
ス
ト
面
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
等
、
世
界
的

な
物
価
上
昇
の
影
響
に
よ
り
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
製
造
コ

ス
ト
も
上
昇
す
る
兆
し
が
あ
る
。
製
造
メ
ー
カ
ー
と

し
て
、
物
価
上
昇
や
市
場
動
向
変
化
に
対
し
て
継
続

可
欠
で
あ
る
。
製
造
設
備
や
射
場
設
備
の
増
強
に
は

多
額
な
費
用
が
か
か
る
た
め
、
ス
テ
ッ
プ
を
考
え
た

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
製
造
で
は
現
有
設
備
で

可
能
な
限
り
の
増
産
を
図
る
。
射
場
設
備
で
は
、
優

先
順
位
を
付
け
て
増
強
す
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

る
。
具
体
的
に
は
、
射
場
に
お
け
る
機
体
の
保
管
場

所
の
確
保
、
ま
た
打
ち
上
げ
関
連
施
設
／
設
備
の
追

加
整
備
等
の
優
先
順
位
が
高
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
高
頻
度
打
ち
上
げ
に
資
す
る
だ
け
で
な

く
、
衛
星
や
機
体
で
発
生
す
る
想
定
外
の
不
適
合
発

生
時
で
も
、
次
の
顧
客
の
打
ち
上
げ
へ
の
影
響
の
最

小
化
に
も
寄
与
す
る
。

　

一
方
、
現
在
の
射
場
設
備
が
抱
え
る
大
き
な
課
題

は
老
朽
化
対
応
で
あ
る
。
種
子
島
射
場
は
設
立
か
ら

50
余
年
を
迎
え
老
朽
化
し
、
打
ち
上
げ
運
用
に
少
な

か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

２
０
２
０
年
１
月
、
Ｈ-

Ⅱ
Ａ 

Ｆ
41
号
機
の
打
ち

上
げ
当
日
、
ロ
ケ
ッ
ト
系
地
上
施
設
設
備
の
「
空
調

用
窒
素
ガ
ス
供
給
配
管
」
が
損
傷
し
、
打
ち
上
げ
中

止
に
至
っ
た
。
損
傷
配
管
を
修
理
／
交
換
し
、
水
平

展
開
と
し
て
屋
外
配
管
／
配
線
の
全
箇
所
の
点
検
／

補
修
を
行
い
、
結
果
的
に
10
日
程
度
の
遅
延
で
無
事

に
打
ち
上
げ
た
。
当
該
不
適
合
配
管
は
、
初
度
設
置

か
ら
数
十
年
経
過
し
て
い
た
箇
所
で
あ
っ
た
。

　

射
場
設
備
増
強
と
と
も
に
、
予
防
保
全
等
の
現
有

設
備
老
朽
化
対
策
を
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
共
に
継
続
し
て
進

め
る
。

　

以
上
、信
頼
性
、打
ち
上
げ
能
力
・
価
格
競
争
力
に

優
れ
た
Ｈ
３
の
早
期
実
用
化
に
向
け
て
、
行
う
べ
き

こ
と
を
述
べ
た
。簡
単
で
は
な
い
が
、一
つ
一
つ
確
実

に
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
自
立
性
を
保
持
し
た
打
ち

上
げ
輸
送
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

し
た
コ
ス
ト
削
減
活
動
を

推
進
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

想
定
外
の
物
価
上
昇
に
直

面
す
る
現
状
で
は
、
将
来

的
に
安
定
し
た
価
格
競
争

力
を
維
持
す
る
戦
略
的
施

策
が
必
要
で
あ
り
、
模
索

し
て
い
く
。

②�

高
頻
度
打
ち
上
げ
の
た

め
の
射
場
能
力
の
増
強　

　

Ｈ
３
を
高
頻
度
で
打
ち

上
げ
る
た
め
に
は
、
機
体

の
製
造
能
力
増
強
と
、
打

ち
上
げ
射
場
の
増
強
が
不

HⅡA 45号機打ち上げ時
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